
 
 

 

 

 

 

 

201４年４月３０日 

東日本旅客鉄道株式会社 

２０１４年度設備投資計画について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な設備投資の内容 
 

●首都直下等の地震に備え、高架橋柱、橋脚、盛土、切取、レンガアーチ高架橋、電化柱

の耐震補強や駅･ホームの天井・壁落下防止対策等を重点的に進めます。 
 

●沿岸被災線区の復旧については、鉄道での復旧方針を決定した区間の工事を推進すると

ともに、その他の区間の復旧については、地域全体の復興や「まちづくり」の計画策定

と一体となって、国・地方自治体と協議しながら着実に進めます。 

 

●北陸新幹線金沢開業に向け、E７系車両の追加投入などの諸準備を着実に進めます。 

 

●在来線では、上野東京ライン開業に向けた整備を推進するほか、通勤形電車 E233 系

車両の横浜線・南武線への投入や、地方向け新型車両 E１２９系の新潟地区への投入を

進めます。 

 

●踏切事故対策、自然災害対策などの安全対策を着実に推進します。また、駅ホームの安

全性を高めるために、山手線の御徒町駅、鶯谷駅など７駅においてホームドアを使用開

始するほか、プラットホームへの点字ブロック内方線の整備を引き続き実施します。 

 

このたび、2014年度の設備投資計画を策定しましたので、お知らせいたします。 

2012 年 10 月に発表した「グループ経営構想Ⅴ～限りなき前進～」に基づき、災害に

強い鉄道を目指して大規模地震対策と沿岸被災線区の復旧に重点的に取り組むとともに、

年度末に控えた北陸新幹線金沢開業と上野東京ライン開業に向けた準備を着実に進めてま

いります。また、従来から取り組んできた安全性の向上やお客さま満足の向上、将来の成

長のための設備投資についても引き続き推進いたします。 

設備投資額（単体）は、2013年度実績比440億円増の4,550億円を計画しています。



 
●鉄道輸送の安定性のさらなる向上をめざし、老朽設備の更新を着実に進めるほか、新幹

線および首都圏における雪害対策を重点的に実施します。 

 

●「乗る」こと自体が目的となるような、新しいコンセプトの列車づくりを進めます。今

年度は新幹線車両を使用したリゾートトレイン「とれいゆ」の運行を開始します。 
 

●「Tokyo Station City」として東京駅周辺で整備を進めている計画のうち、八重洲口駅

前広場が完成します。 
 

●新宿駅、渋谷駅、千葉駅、仙台駅における大規模ターミナル駅開発の工事を着実に進め

ます。 
 

●中央ラインモール（武蔵境～東小金井間等）、桜木町駅高架下開発、武蔵浦和駅高架下

開発を開業するほか、釜石駅ホテルや長野駅新駅ビルが完成します。 
 

●電力の安定供給確保をめざし、川崎火力発電所等の設備更新を進めます。また、スマー

トグリッド技術の導入を引き続き進めます。 

 

●沿線の当社用地に太陽光発電設備を整備します。 
 

●山手線内全３６駅で構内共通ネットワークを整備し、公衆無線ＬＡＮの拡充やスマート

フォン向けアプリを通じたお客さまへの鉄道関連情報の提供を行います。 

 

 

○設備投資額（単体） 
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